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研究成果の概要（和文）：『冷戦とアメリカ　覇権国家の文化装置』（臨川書店）は日本アメリカ文学会機関誌
『アメリカ文学研究』（52号）に前川玲子氏の書評「冷戦期のアメリカの文化、歴史、文学を検証する上で今後
の研究者にとって必読の書」をいただくことが叶った。また、田代真氏は「〈理論〉から遠く〈離れ〉て」
（『新時代への源氏学』第9巻所収）において『冷戦とアメリカ』に言及し、謝辞も頂戴した。
『アメリカ映画のイデオロギー』刊行。大田、塚田、村上が寄稿している。また、第88回英文学会全国大会にお
いて「メディア、帝国、19世紀末アメリカ」を実施した。覇権国家発展期を視野に入れることで今後の路線強化
を図った。

研究成果の概要（英文）：   Our collection of papers, “The Cold War and the United States,”(2014) 
received favorable reviews like Reiko MAEKAWA’s in “Studies in American Literature”(52) and 
Makoto TASHIRO’s acknowledgement in his paper on American influence on Japanese literary criticism 
(“Far from the Literary Theory”).
 “Ideologies in the American Film”(2016). Ota threw a new light on rather complicated 
relationships between Britain and the United States in the movie industry; Tsukada pointed out that 
the imperial image of strong manhood showed a miserable decline in the 60s. And Murakami analyzed 
discrepancies between the realities and the representation of the counterculture.And at the 2016 
convention of the English Literary Society of Japan, we held a panel, ”The Media, the Empire, and 
the United States at the Turn of the Century” and started a new approach to our research by 
covering the first half of the 20th century to strengthen our historical analysis.

研究分野： アメリカ文学

キーワード： アメリカ合衆国　冷戦期　表象文化史　ソフト・パワー

  ３版



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
文学史は、詩歌や小説といった文学作品を
系統化し価値づけ、その国家が保有する文化
資本のカタログの機能を持つことで、その国
家のナショナリズムを維持、強化してゆく。
いかなる作品がナショナリズム強化の栄養
源として高い価値を有するのか、それゆえ高
い商品価値を有するのか、を示すカタログな
のである。そうした文学作品が海外へと輸出
され、輸入した国々で受容され、単に好かれ
る、売れるということも含めて、影響力を行
使してゆく際、ジョーゼフ・ナイが定義した
ソフト・パワーとなり、輸出した国家の政治
力（軍事力さえも）補強する。そして、自国
に還流した影響力や利益はその国家の（文
化）ナショナリズムを強化してゆく。 
2011 年から 13 年まで私たちが取り組んだ
基盤研究（Ｃ）「冷戦期における合衆国ナシ
ョナリズムとソフト・パワーとしての表象文
化の研究」において、第二次世界大戦でファ
シスト枢軸国側を倒し、いわゆる自由主義＝
資本主義陣営の頂点に立って、世界に対し強
い影響力を行使してゆく合衆国がその文化
ナショナリズムを覇権国家に相応しい規模
と内容に整えてゆく姿、そしてその過程に付
随する諸問題を、文化ナショナリズムとソフ
ト・パワーの視点から読み直す作業に着手し
た。大戦前の合衆国では、大学教育において
も合衆国文学の講義は稀であったのに対し、
戦後、高等教育再編成に伴い、合衆国文学も
定番商品化される。社会主義陣営と戦う合衆
国政治に見合った文化戦略となったものは、
作品の内部を中心に精緻な分析技術を駆使
し、冷戦期の合衆国ナショナリズムに不都合
な社会批判を備える作品を排除する新批評
であった。新批評やその立役者であったニュ
ー ヨ ー ク 知 識 人 に 関 し て は 、 Fredric 
Jameson や Alan Nadel らの先行研究があり、
私たちも重要な参照枠としている。また、国
内においても宮本陽一郎氏、越智博美氏の業
績が私たちの路線にとって稀有の援軍とな
ってきた。 
私たちが中心となって出版した『冷戦とア
メリカ 覇権国家の文化装置』（2014）にお
いては、冷戦期合衆国の文化ナショナリズム
を概観するのみならず、新批評が世界的なソ
フト・パワー商品に仕立て上げたモダニズム
文学にもメスを入れている。その後、冷戦期
文化戦略の準備段階となった 1930 年代、冷
戦期文化に対する批判が前景化された 1960
年代にも研究範囲を広げ、冷戦期を挟み撃ち
するかたちで研究の深化を図った。 
前後の時代をも守備範囲とし、問題群を時
系列で扱う研究姿勢を取ることで今回の「冷
戦期合衆国表象文化（史）とナショナリズム
／ソフト・パワーの関係性に関する研究」で
は、文学史、文化史の書き換え作業という側
面を強化していった。 
 
 

２．研究の目的 
前回の基盤研究（Ｃ）を継承、発展させる
ことが大前提である。ひとことで言えば、冷
戦期の合衆国表象文化の政治学を考察する
研究であり、その全体像を、ソフト・パワー
としての側面を前景化しつつ、文学、映画、
文化全般（とそれらに傾注された批評・研究）
の各分野を点検しながら、再構築することを
目的とする。言い換えれば、自国における文
化資本の生産が、対外的にもソフト・パワー
として商品価値を持つゆえに、世界的な文化
ヘゲモニーの確保につながり、ナショナリズ
ム強化策として自国に還流してゆく構図を、
なるべく多くの具体的事例について明らか
にしてゆくことを目的とした。 
その際に、前回の基盤研究（Ｃ）における
反省を踏まえ、＜１＞冷戦期と前後する 1930
年代と 1960 年代を視野に収めることによっ
て、冷戦期以前から確認できる事象でその後
の合衆国および世界全体にも影響を持つ問
題群を捉えてゆく、＜２＞時系列で問題群を
整理することによって文学史、文化史の捉え
方に新機軸を打ち出すことを研究全体の目
的とした。 
具体的に述べれば、ローザベルト政権は来
るべき冷戦期を念頭に置いた文化政策の策
定は既に 1930 年代に着手している。また、
1960 年代に顕在化した対抗文化には冷戦社
会、冷戦文化批判という側面があり、こうし
た研究路線の拡張によって、今回の基盤研究
（Ｃ）を深化、発展させることが目的であっ
た。 
 
３．研究の方法 
方法論といっても、理系とは異なり、表象
文化作品を丹念に分析し、議論を積み上げて
ゆくことが中心となる。そして、口頭発表や
論文（集）によって成果をまとめ、次の研究
段階を準備することとなる。 
1930 年代の合衆国表象文化には、ナショナ
リズム的な色彩が色濃く盛り込まれていた。
左翼的と見做される『怒りの葡萄』、『誰が為
に鐘は鳴る』といった映像作品も民主主義を
売るソフト・パワーという機能を制作された
時点で既に備えていたし、対抗文化を代表す
る映画監督ロバート・アルトマン作品も、ナ
イが指摘するように、ソフト・パワーとして
の意味を持っている。時代の幅を広く取り、
時系列で問題群を考察することによって、映
画におけるソフト・パワーを浮き彫りにでき
よう。 
また、塚田が以前から取り組んできた、映
画におけるマッチョな男性像の変遷が教え
てくれることは、合衆国が覇権国家としてそ
の頂点を極めていた期間でも衰退をたどっ
ており、ターザンのような帝国主義的男性表
象の対極に位置する 1960 年代のユダヤ系駄
目男像につながる表象が徐々に準備されて
いた事実を明らかにできよう。 
大田が統括してきた英米表象文化（批評・



高等教育）交渉史も、時代の幅を広げ、問題
群を時系列で扱うことにより、成果が期待で
きる。中山が進めてきたＳＦ・ファンタジー
系統の小説も、時代の幅を広げ、問題群を時
系列で扱うことにより、新たな視点を獲得す
ることを目指した。 
村上は、全体を統括するとともに、合衆国
音楽における 1930 年代キャノン化等の問題
を扱った。 
 
４．研究成果 
各自が相当数の発表や論文を残しているの
で、代表的なものを紹介しておきたい。 
『終わらないフェミニズム』（日本ヴァージ
ニア・ウルフ協会他編、研究社、2016）に大
田が寄稿した「ウルフ、ニューヨーク知識人、
フェミニズム批評」は、冷戦期の新批評（文
学におけるモダニズムを商品化したニュー
ヨーク知識人）から現在に至る英米高等教育
交渉史を歴史的に俯瞰する。日本におけるソ
フト・パワー受容に関しても示唆に富む内容
となっている。 
代表研究者も編者のひとりとなっている
『アメリカ映画のイデオロギー』（論創社、
2016）には、大田、塚田、村上が寄稿した。
大田は「ノエル・カワードと再婚の喜劇とし
ての『或る夜の出来事』」において、英国の
映画が既に戦前から冷戦期の覇権国家合衆
国と複雑な結びつきを持っていたことを指
摘し、ソフト・パワー交渉史において成果を
示した。塚田の論考「ニューシネマ・ターザ
ン」は、彼の映画におけるジェンダー研究を
手っ取り早く知るには都合のよい歴史的視
座を持ち、帝国主義的な男性像が 60 年代後
半には無残な失墜を遂げていたことを前景
化することによって、帝国主義的な男性像の
変遷をまとめている。村上はロバート・オル
トマン監督の『バード★シット』を扱い、表
象される対抗文化と現実の歴史とのずれを
分析した。 
塚田が企画、司会を担当した日本英文学会
第 88 回全国大会シンポジアム「メディア、
帝国、19 世紀末アメリカ」は私たちの研究の
新たな方向性を示すものとなった。冷戦期に
おける覇権国家合衆国を捉え直す作業にお
いて世紀末まで守備範囲を拡大することに
よって得られるものが多かろうという方法
論の更新である。このシンポジアムを元にし
た論集『メディアと帝国』（仮題）ミネルヴ
ァ書房より 2018 年刊行予定である。この折
の発表で中山は、『オズの魔法使い』などの
ファンタジーに支配・被支配の関係が根深く
確認できる点を指摘したうえで、サンタクロ
ース神話のソフト・パワー化まで議論を広げ
ていった。本年度日本アメリカ文学会全国大
会においてシンポジアム「対抗文化と伝統、
対抗文化の伝統」を実施し、新たな論文集へ
と発展させてゆくこともつけ加えておきた
い。 
2014 年 3 月刊行の『冷戦とアメリカ 覇権

国家の文化装置』（臨川書店）は、私たちの
基盤研究（Ｃ）「冷戦期における合衆国ナシ
ョナリズムとソフト・パワーとしての表象文
化の研究」（2011～2013）のまとめと言える
ものだが、日本アメリカ文学会機関紙『アメ
リカ文学研究』（52 号、2016）に前川玲子氏
の書評「冷戦期のアメリカの文化、歴史、文
学を検証する上で今後の研究者にとって必
読の書」をいただくことが叶った。また、日
本文学研究を代表する小西甚一に合衆国新
批評がもたらした影響を考察する田代真氏
の「〈理論〉から遠く〈離れ〉て」（『新時代
への源氏学』第 9巻所収）においても『冷戦
とアメリカ』に言及し、謝辞も頂戴した。文
系の研究は、発表や論文をみる限り個人プレ
ーの形態をとるが、問題意識や方向性を共有
する研究仲間が増えることで加速、深化する
ものであり、自分たちが精進するだけではな
く、ネットワーク拡大も図り、さらなる成果
を目指したい。 
 
５．主な発表論文等 
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
は下線） 
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テディ・ローザヴェルト」、日本英文学会全
国大会第 88回大会シンポジアム「メディア、
帝国、19 世紀末アメリカ」、2016 年 5 月 29
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—Eugen Sandow と初期映画の身体論—」、日
本英文学会第 88 回大会シンポジアム「メデ
ィア、帝国、19 世紀末アメリカ」、2016 年 5
月 29 日（京都大学吉田キャンパス） 
 
[6]Yukihiro TSUKADA 【招待講演】 
“Catastrophic Tokyo: Re-thinking the 

Nuclear Walking Dead in Japanese 
Comics, ”  American Comparative 
Literature Association, “Ecocriticism in 
Japan: Season 2” (Harvard University) 
2016.3.19. 
 
[7]Yukihiro TSUKADA, “Hemingway and 
Cross-Media: Newsreel, Greco-Turkish War, 
and “On the Quai at Smyrna”,” XVII. 
Biennial International Ernest Hemingway 
Conference, “Panel: Smyrna & 
Hemingway’s Political Development” 
(Dominican University) 2016.7.22. 
 
[8]Yukihiro TSUKADA, “Framing Femme 
Fatale: Gender and Ideology in To Have 
and Have Not,” Faulkner and Hemingway 
Conference, “Faulkner and Hemingway in 
Hollywood II” (Southeast Missouri State 
University) 2016.10.22. 
 
[9]Yukihiro TSUKADA, “Danchi and 
Terrorism: Imaging the Nuclear Landscape 
in The Man Who Stole the Sun (1979),” The 
Association for the Study of Literature and 
Environment in Korea(ASLE-Korea), 
“International Symposium on Literature 
and Environment of East Asia”  (Dongguk 
University) 2016.11.6. 
 
[10]塚田幸光「Polluted but Beautiful—アト
ミック・ランドスケープの文化学—」、日本映
画学会第 12 回大会シンポジウム「＜汚＞の
映画史」（大阪大学）、2016.11.26. 
 
[11]大田信良「ポスト占領期日本のなかの『英
文学』――いま冷戦を考える意味」、日本ヴ
ァージニア・ウルフ協会 7 月例会、2016 年
７月 16 日（成蹊大学） 
 
2015 年度： 
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城学院女子大学）日本英文学会東北支部第 70
回大会 
 
[13]Yukihiro TSUKADA,【招待講演】 
 “William Faulkner, Hollywood, and the 
Gothic South,” The Center for Faulkner 
Studies, BioKyowa Award Lecture 
(Southeast Missouri State University) 
2015.11.11. 
 
2014 年度： 
[14]MURAKAMI Akira, “Kusano Shinpei: 
Ecologist without Ecology.” Panel: Literary 
Glimpses of Tōhoku: Nature, Marginality, 
and the Accident. 25 May, 2014  (the 
University of Haifa)  The 12th Biennial 
Conference of Asian Studies in Israel, 2014 



 
[15]村上東「ロック、ナショナリズム、文化
資本」2014 年 11 月 29 日（弘前大学）日本
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